米・英打倒の「婦人大會」　廿七日府民館で開く　　臨戰報國團主催[footnoteRef:1] [1:  『京城日報』1941年12月20日] 


[bookmark: _GoBack]宿 (しゆく)敵 (てき)“米英軍”を隨 (ずい)所に撃 (げき)破 (は)する我 (わ)が無敵 (てき)皇軍 (ぐん)勝 (しよう)利の快 (くわい)報に半島 (たう)の國民 (みん)的 (てき)痛 (つう)憤 (ふん)はいよいよ火を吐 (は)いて米英 (えい)打 (だ)倒 (とう)の精神を基に戰 (せん)時下生活刷 (さつ)新運 (うん)動及び軍 (ぐん)需 (じゆ)資 (し)材 (ざい)獻 (けん)納 (なう)運 (うん)動協 (けう)力の婦 (ふ)人大會が朝鮮 (せん)臨 (りん)戰 (せん)報國團 (だん)主催 (さい)の下に廿七日午後一時から府 (ふ)民 (みん)館 (くわん)大講 (こう)堂 (どう)で開催 (さい)される、また同日午後六時から同館 (くわん)において家庭 (てい)より思 (し)想 (さう)統 (とう)一の『婦 (ふ)人決戰 (せん)大演 (えん)説會』を行ふことになつたが、一般聽 (てう)衆 (しう)は女子に限る（但 (ただ)し團 (だん)員はこの限りに非ず）なほ講師は次の通り
香山光郎、松村紘一、安興晟煥、任淑宰、朴順大、金活蘭、高鳳京、毛允淑、崔貞熙の諸氏
